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Diols Yield (%) Yield (%) Time (h) 4 5 6 Time (h) 4 5 6 
HO，.....へ＇－.－／
OH 0.5 20 。 。 0.5 50 。 。
HO，.......、�OH 1.0 。 18 。 0.5 。 39 20 
HO�
OH 1.0 71 。 。 0.5 91 。 。
HO�へOH 1.0 84 。 。 0.5 90 2 。
OH 1.0 10 15 。 0.5 5 35 。
HO／γ.OH 0.5 67 。 。 0.5 67 。 。









•Reaction of Fluoroiminosulf onium Salt with (R)-Propylene Glycol 
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2a (1.5 eq.) 
,,-..,.. .OH H2N’ � Et3N (2.5 eq.) 
CDCl3, 1 h, r.t. 
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以上フルオロイミノスノレフオニウム塩はさまざまなアルコールを活性化し、多
くの有用な化合物の合成試薬となることが分かつた。
(3）プロジェクト成果（特許， 起業， 技術移転等）
(4）プロジェクト成果の応用・効果・構想、
(5）利用施設
反応生成物の構造解析のために質量分析を年に5--- 6回行った。
